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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 8,871 △11.5 △128 － △150 － △94 －

2021年３月期 10,022 △30.1 278 △75.6 268 △75.7 235 △65.1
(注) 包括利益 2022年３月期 △70百万円( －％) 2021年３月期 411百万円(△38.2％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 △97.67 － △1.3 △1.0 △1.4

2021年３月期 243.68 － 3.2 1.8 2.8
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 14,375 7,444 51.8 7,694.73

2021年３月期 14,775 7,563 51.2 7,816.98
(参考) 自己資本 2022年３月期 7,444百万円 2021年３月期 7,563百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 71 △90 29 3,186

2021年３月期 1,214 △504 140 3,175

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 50.00 50.00 48 20.5 0.7
2022年３月期 － 0.00 － 25.00 25.00 24 － 0.3
2023年３月期(予想) － 0.00 － － － －

2023年３月期の期末配当予想につきましては、現段階で未定です。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 9,500 7.1 170 － 150 － 90 － 93.02



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 1,012,000株 2021年３月期 1,012,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期 44,492株 2021年３月期 44,426株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 967,549株 2021年３月期 967,574株

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 8,159 △13.5 △271 － △263 － △154 －

2021年３月期 9,435 △30.6 155 △84.7 166 △83.4 179 △71.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 △159.32 －

2021年３月期 185.14 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 13,489 6,850 50.8 7,080.56

2021年３月期 13,833 7,043 50.9 7,280.04

(参考) 自己資本 2022年３月期 6,850百万円 2021年３月期 7,043百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料4ページ「1.経
営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧下さい。



○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………2

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………2

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………3

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………3

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………4

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………4

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………5

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………5

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………7

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………7

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………8

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………9

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………10

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………11

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………11

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………12

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………13

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………14

　

櫻護謨㈱　(5189)　2022年３月期　決算短信

1



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響により対個人サービス業種にお

いて厳しい状況が続きました。また、世界的な半導体の需給ひっ迫から、自動車関連業種も生産調整を強いられる

状況となりました。加えて、第４四半期以降はウクライナ情勢の影響を受け資源価格は高騰し、米国金融政策も相

まって円安も進行するなど、先行きは不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと当社グループといたしましては、感染症対策を最優先しつつ、引き続きお客様に満足され

る製品・サービスの提供により、安心・安全な社会の維持に貢献するべく、消防・防災事業、航空・宇宙、工業用

品事業、不動産賃貸事業の各事業活動を行ってまいりました。

　当連結会計年度の売上高は、消防・防災事業並びに航空・宇宙、工業用品事業において減収となりました。消

防・防災事業では災害救助資機材やテロ対策資機材などの売上が低調であったことから減収となりました。航空・

宇宙、工業用品事業では、前年度の第３四半期以降、官需大型機向け受注が減少しており、航空・宇宙部門を中心

に厳しい減収となっております。

　利益面につきましては、期初より見込まれていた減収を考慮し、人件費を中心にコストの抑制に努めてまいりま

したが、当期の売上高では固定費を吸収することができず、誠に遺憾ながら営業損益、経常損益等の各段階のいず

れにおいても、損失を計上する結果となりました。

その結果、売上高は8,871百万円（前期比11.5％減）、営業損失128百万円（前期は営業利益278百万円）、経常損失

150百万円（前期は経常利益268百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失94百万円（前期は親会社株主に帰属す

る当期純利益235百万円）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適

用しております。これにより、当連結会計年度の売上高及び売上原価が20百万円それぞれ減少しましたが、営業損

失、経常損失及び税金等調整前当期純損失に与える影響はありません。

当連結会計年度における報告セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（消防・防災事業）

　消防ホースは第４四半期に販売を伸ばしたものの、原価率の上昇もあり利益面では押し下げ要因となりました。

特殊車両の販売は、官公庁向けのほか、発電所向け車両改修受注により増加しましたが、救助資機材の販売は低調

に推移致しました。その結果、売上高5,421百万円（前期比8.8％減）、セグメント利益（営業利益）は180百万円

（前期比49.3％減）となりました。

　（航空・宇宙、工業用品事業）

　航空・宇宙部門では、官需大型機向けエンジン並びに機体配管用の部品など金属加工製品の販売減少に加え、コ

ロナ禍以前に受注していた民間航空機向けゴムシール材などの受注を消化し、販売が大きく減少しました。工業用

品部門では、顧客メンテナンス計画の動向や、一部の材料で入手が困難な状況となっていることからタンクシール

の販売が減少したものの、子会社における金属加工品の販売は顧客の設備投資が高水準で推移したことから増加し

ました。利益面では、売上高の減少により固定費を吸収することができず、営業損失の計上となりました。

その結果、航空・宇宙、工業用品事業の売上高は2,946百万円（前期比17.7％減）、セグメント損失（営業損失）は

105百万円（前期はセグメント利益155百万円）となりました。

　

（不動産賃貸事業）

　当期は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う商業施設の休業や賃料減額は無いものの、巣ごもり需要の反動減を

要因として一部で賃料は低下しました。商業施設運営では、感染症対策を入念に行いながら、定期的な催事の再開

などにより売上高は回復しましたが、利益面では前年度コロナ禍で休止していた広告宣伝費の復活などにより減少

しました。

　その結果、売上高は502百万円（前期比2.0％増）、セグメント利益（営業利益）は132百万円（前期比2.4％減）

となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(流動資産)

当連結会計年度末の流動資産残高は9,527百万円となり、前連結会計年度末に比べ177百万円の減少となりまし

た。主として、現金及び預金が11百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が109百万円それぞれ増加した一方、棚

卸資産が204百万円、未収還付法人税等が133百万円それぞれ減少したことによるものです。

(固定資産)

当連結会計年度末の固定資産残高は4,848百万円となり、前連結会計年度末に比べ222百万円の減少となりまし

た。主として、有形固定資産が271百万円減少したことによるものです。

(流動負債)

当連結会計年度末の流動負債残高は4,150百万円となり、前連結会計年度末に比べ455百万円の減少となりまし

た。主として、当期より電子記録債務の計上により179百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が396百万円、

賞与引当金が92百万円それぞれ減少したことによるものです。

(固定負債)

当連結会計年度末の固定負債残高は2,780百万円となり、前連結会計年度末に比べ174百万円の増加となりまし

た。主として、長期借入金が174百万円増加したことによるものです。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産残高は7,444百万円となり、前連結会計年度末に比べ118百万円の減少となりました。

主として、利益剰余金は親会社株主に帰属する当期純損失94百万円と剰余金の処分48百万円により減少し、その他

の包括利益累計額は、退職給付に係る調整累計額が33百万円増加したことによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より11百万円増

の3,186百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、71百万円の資金の増加（前期は1,214百万円の資金の増加）となりまし

た。これは、主として税金等調整前当期純損失112百万円に対し、減価償却費290百万円、たな卸資産の減少額204

百万円、法人税等の還付額143百万円などの資金増加要因と、売上債権の増加額142百万円、仕入債務の減少額217

百万円、法人税等の支払額61百万円などの資金減少要因によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、90百万円の資金の減少（前期は504百万円の資金の減少）となりまし

た。これは、主として有形固定資産の取得による支出182百万円、有形固定資産の売却による収入120百万円などに

よるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、29百万円の資金の増加（前期は140百万円の資金の増加）となりまし

た。これは、主として社債及び借入金による収支89百万円の増加、配当金の支払額48百万円などによるものです。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年3月期

自己資本比率 48.1％ 47.8％ 45.5％ 51.2％ 51.8％

時価ベースの自己資本比率 38.2％ 39.3％ 26.2％ 27.2％ 20.5％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

5.7年 8.5年 3.0年 2.8年 48.0年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

12.1倍 8.5倍 23.6倍 26.6倍 1.7倍

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１ いずれも連結ベースの財務数値により計算している。

　 ２ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算している。

　 ３ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用している。

　 ４ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてい

　 る。
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（４）今後の見通し

今後のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症への対策は進んでいるものの、地政学リスクによる資源価格の

高騰、円安推移による輸入物価の上昇など企業収益を圧迫する要因を抱え、世界経済の見通しも下方修正されてお

り、予断を許さない状況で推移するものと思われます。

このような状況のもと当社グループといたしましては、当社グループが提供する製品やサービスにより、引き続

き安心・安全な社会の維持に貢献してまいります。また、当期は営業損益以下の損失計上となっており、収益性の

改善が急務となっております。資源価格や材料価格の高騰を踏まえ、生産体制の見直しと原価構造の改善、適切な

売価の再設定などを進めてまいります。

消防・防災事業では、大規模自然災害に対し、人命の救助、社会インフラの安全確保に特化した資機材や特殊車

両のニーズがますます高まっております。ニーズに合致した商材の開発・提案・拡販を行ってまいります。

航空・宇宙、工業用品事業では、収益性の回復に向けた生産体制と原価構造の抜本的な改善を進めてまいりま

す。予想される宇宙分野の需要拡大に向け新製造方法の確立と原価低減を追求してまいります。また、航空部品や

発電所向け部品の製造技術を活かし、新分野に貢献できるよう研究・開発を進めてまいります。

不動産賃貸事業では、同事業の中核である商業施設において感染症拡大防止の対策を入念に実施し、テナント様

と連携を図り地域社会に貢献する営業を続けてまいります。

　次期の業績見通しにつきましては、受注の回復及び収益性の改善を見込んでおり、連結売上高9,500百万円（当

期比7.1％増）、営業利益170百万円（当期は営業損失128百万円）、経常利益150百万円（当期は経常損失150百万

円）、親会社株主に帰属する当期純利益90百万円（当期は親会社株主に帰属する当期純損失94百万円）と予想して

おります。

　上記の連結業績予想は、本資料の発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、感染症の影響も含め様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調達の必要性

が乏しいことから、会計基準につきましては日本基準を採用しております。

なお、今後につきましては、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）導入に関する動向を注視しつつ、当社グループの財

務報告に最も適した会計基準の選択を検討してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,344,419 3,355,720

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,062,820

受取手形及び売掛金 2,953,331 －

電子記録債権 514,584 547,332

商品及び製品 107,194 96,114

半製品 611,603 517,151

仕掛品 1,387,783 1,284,748

原材料及び貯蔵品 567,765 571,528

未収還付法人税等 142,858 9,103

その他 78,219 85,945

貸倒引当金 △3,552 △3,425

流動資産合計 9,704,208 9,527,040

固定資産

有形固定資産

建物 7,106,732 6,957,430

減価償却累計額 △5,279,088 △5,259,112

減損損失累計額 △22,298 －

建物（純額） 1,805,345 1,698,317

構築物 349,648 350,190

減価償却累計額 △315,184 △318,375

構築物（純額） 34,463 31,815

機械及び装置 2,993,403 3,061,360

減価償却累計額 △2,491,366 △2,600,763

機械及び装置（純額） 502,036 460,596

車両運搬具 25,428 25,598

減価償却累計額 △22,627 △23,531

車両運搬具（純額） 2,800 2,066

工具、器具及び備品 289,989 287,706

減価償却累計額 △249,090 △256,328

工具、器具及び備品（純額） 40,899 31,378

土地 1,797,208 1,715,808

リース資産 74,617 40,579

減価償却累計額 △49,684 △25,487

リース資産（純額） 24,933 15,092

建設仮勘定 22,998 4,504

有形固定資産合計 4,230,686 3,959,580

無形固定資産 14,964 26,158

投資その他の資産

投資有価証券 288,206 273,855

繰延税金資産 256,210 308,976

その他 280,845 284,628

貸倒引当金 － △5,001

投資その他の資産合計 825,262 862,458

固定資産合計 5,070,913 4,848,198

資産合計 14,775,121 14,375,238
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,921,067 1,524,554

電子記録債務 － 179,362

短期借入金 1,150,000 940,000

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 594,035 758,356

リース債務 10,798 8,233

未払法人税等 26,975 28,799

賞与引当金 247,799 155,426

設備関係支払手形 48,298 41,819

設備関係電子記録債務 － 21,945

その他 567,202 451,926

流動負債合計 4,606,176 4,150,423

固定負債

社債 280,000 240,000

長期借入金 1,280,811 1,455,735

リース債務 16,445 8,212

繰延税金負債 20,399 10,989

役員退職慰労引当金 207,220 221,100

退職給付に係る負債 571,001 553,619

資産除去債務 12,559 12,848

その他 217,003 277,596

固定負債合計 2,605,440 2,780,101

負債合計 7,211,617 6,930,524

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 285,430 285,430

利益剰余金 7,000,922 6,858,041

自己株式 △173,443 △173,688

株主資本合計 7,618,910 7,475,783

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 92,469 83,012

退職給付に係る調整累計額 △147,875 △114,082

その他の包括利益累計額合計 △55,406 △31,070

純資産合計 7,563,503 7,444,713

負債純資産合計 14,775,121 14,375,238
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

売上高 10,022,238 8,871,002

売上原価 8,047,427 7,424,083

売上総利益 1,974,810 1,446,919

販売費及び一般管理費 1,696,732 1,575,379

営業利益又は営業損失（△） 278,077 △128,460

営業外収益

受取利息 23 13

受取配当金 7,872 8,270

受取地代家賃 13,314 14,247

為替差益 4,219 －

貸倒引当金戻入額 2,105 127

その他 9,715 11,779

営業外収益合計 37,250 34,438

営業外費用

支払利息 41,768 41,736

社債利息 825 731

為替差損 － 8,779

その他 4,342 5,036

営業外費用合計 46,936 56,283

経常利益又は経常損失（△） 268,392 △150,305

特別利益

固定資産売却益 － 38,442

特別利益合計 － 38,442

特別損失

固定資産除売却損 698 940

特別損失合計 698 940

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

267,693 △112,803

法人税、住民税及び事業税 70,265 53,105

法人税等調整額 △38,352 △71,406

法人税等合計 31,913 △18,300

当期純利益又は当期純損失（△） 235,780 △94,502

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

－ －

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

235,780 △94,502
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 235,780 △94,502

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,090 △9,457

退職給付に係る調整額 137,628 33,793

その他の包括利益合計 175,718 24,335

包括利益 411,498 △70,166

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 411,498 △70,166

非支配株主に係る包括利益 － －

　

櫻護謨㈱　(5189)　2022年３月期　決算短信

8



（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 506,000 285,430 6,832,872 △173,443 7,450,860 54,379 △285,503 △231,124 7,219,735

当期変動額

剰余金の配当 △67,730 △67,730 △67,730

親会社株主に帰属す

る当期純利益
235,780 235,780 235,780

自己株式の取得 － －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

38,090 137,628 175,718 175,718

当期変動額合計 － － 168,049 － 168,049 38,090 137,628 175,718 343,768

当期末残高 506,000 285,430 7,000,922 △173,443 7,618,910 92,469 △147,875 △55,406 7,563,503

　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 506,000 285,430 7,000,922 △173,443 7,618,910 92,469 △147,875 △55,406 7,563,503

当期変動額

剰余金の配当 △48,378 △48,378 △48,378

親会社株主に帰属す

る当期純利益
△94,502 △94,502 △94,502

自己株式の取得 △244 △244 △244

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△9,457 33,793 24,335 24,335

当期変動額合計 － － △142,881 △244 △143,126 △9,457 33,793 24,335 △118,790

当期末残高 506,000 285,430 6,858,041 △173,688 7,475,783 83,012 △114,082 △31,070 7,444,713
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

267,693 △112,803

減価償却費 261,635 290,915

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,105 4,874

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,856 △92,373

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △70,000 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,702 13,880

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34,924 30,893

受取利息及び受取配当金 △7,896 △8,284

支払利息 45,328 42,467

保険返戻金 △207 △1,550

固定資産除売却損益（△は益） 698 △37,502

売上債権の増減額（△は増加） 2,200,949 △142,236

棚卸資産の増減額（△は増加） 184,499 204,803

仕入債務の増減額（△は減少） △953,228 △217,150

その他 △168,858 48,839

小計 1,739,875 24,774

利息及び配当金の受取額 7,455 7,925

利息の支払額 △45,579 △43,321

法人税等の支払額 △487,194 △61,582

法人税等の還付額 － 143,792

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,214,557 71,587

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △479,150 △182,867

有形固定資産の売却による収入 － 120,019

その他 △25,449 △27,372

投資活動によるキャッシュ・フロー △504,599 △90,220

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △210,000

長期借入れによる収入 770,000 1,010,000

長期借入金の返済による支出 △658,527 △670,755

自己株式の取得による支出 △4 △244

配当金の支払額 △67,354 △48,260

その他 △13,622 △10,805

財務活動によるキャッシュ・フロー 140,491 29,934

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 850,449 11,301

現金及び現金同等物の期首残高 2,324,769 3,175,219

現金及び現金同等物の期末残高 3,175,219 3,186,520
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、有償受給取引につい

ては、従来有償支給元への売り戻し時に売上高と売上原価を計上しておりましたが、加工代相当額のみを純額で収

益として認識する方法に変更するとともに、当該支給品を棚卸資産として認識せず、有償支給取引に係る資産とし

て認識しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、

商品又は製品の国内販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の

期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方

法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契

約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、仕掛品17,925千

円減少し、有償支給取引に係る資産（流動資産の「その他」に含む。）は17,295千円増加しております。当連結会

計年度の連結損益計算書は売上高、売上原価が20,901千円それぞれ減少しましたが、営業損失、経常損失及び税金

等調整前当期純損失に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしま

した。ただし、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。

なお、収益認識会計基準第89-３項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に係る「収益認識関係」注

記については記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、本社に製品・サービス別の営業部を置き、各営業部は取り扱う製品・サービスについて国内外

の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　従って、当社グループは営業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「消防・防災事

業」、「航空・宇宙、工業用品事業」及び「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

報告セグメントごとの主な事業内容は下記のとおりであります。

報告セグメントの名称 事業内容

消防・防災事業
消防ホースをはじめとする消防・防災用品と防災・救助資機材、テロ対応
資機材などの製造販売

航空・宇宙、工業用品事業
航空機用及びロケット関係部品、タンクシールなどの工業用品、ゴム等成
型用金型の製造販売

不動産賃貸事業 主に本社隣接地に所有する商業施設の賃貸事業

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益の数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日　至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結
財務諸表
計上額

消防・防災
事業

航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,947,303 3,582,478 492,455 10,022,238 － 10,022,238

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 7,044 7,044 △7,044 －

計 5,947,303 3,582,478 499,499 10,029,282 △7,044 10,022,238

セグメント利益 355,625 155,476 135,385 646,487 △368,409 278,077

その他の項目

　減価償却費 42,139 107,328 101,232 250,700 10,935 261,635

(注) １ セグメント利益の調整額△368,409千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用が含まれてお

ります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなって

いないため開示しておりません。

４ 減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社の減価償却費であります。

　

櫻護謨㈱　(5189)　2022年３月期　決算短信

12



４．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

当連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

連結
財務諸表
計上額

消防・防災
事業

航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収
益

5,421,834 2,946,743 101,883 8,470,462 － 8,470,462

その他の収益 － － 400,540 400,540 － 400,540

外部顧客への売上高 5,421,834 2,946,743 502,423 8,871,002 － 8,871,002

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 2,933 2,933 △2,933 －

計 5,421,834 2,946,743 505,357 8,873,935 △2,933 8,871,002

セグメント利益
又は損失(△）

180,248 △105,282 132,170 207,136 △335,596 △128,460

その他の項目

　減価償却費 55,480 123,719 98,383 277,583 13,331 290,915

(注) １ セグメント利益の調整額△335,596千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用が含まれてお

ります。

２ セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ セグメント資産及び負債については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなって

いないため開示しておりません。

４ 減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社の減価償却費であります。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 7,816.98円 7,694.73円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失

243.68円 △97.67円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(千円)

235,780 △94,502

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失 (千円)

235,780 △94,502

普通株式の期中平均株式数 (株) 967,574 967,549

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額 (千円) 7,563,503 7,444,713

純資産の部の合計額から控除する金額 (千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額 (千円) 7,563,503 7,444,713

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 (株)

967,574 967,508
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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